
JP 4136538 B2 2008.8.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素数６～１０のモノオレフィンとマレイン酸の重合割合がモル比で３：７～７：３で
ある共重合体又はその塩を含有するコンクリート硬化体表面の疎水性黒色系粒子析出抑制
剤。
【請求項２】
　セメント１００重量部に対して、炭素数６～１０のモノオレフィンとマレイン酸の重合
割合がモル比で３：７～７：３である共重合体又はその塩を、固形分換算で０．０００１
～０．１重量部添加することを特徴とするコンクリート硬化体表面の美観改善方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、モルタルやコンクリートの硬化体表面に、斑状又は縞模様状の黒色物が発生す
るのを防止することができる黒色物析出抑制剤、及びコンクリート硬化体表面の美観改善
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、モルタルやコンクリートを製造する際に使用する材料（フライアッシュ、シリカヒ
ューム、骨材等）に、極微量含まれている疎水性黒色系粒子（主にカーボン）が、コンク
リート製品等の表面に浮揚し、硬化体表面の美観が損なわれるという問題が生じている。
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この原因としては、良質な骨材の入手が困難になっていることや、混和材等として多種多
様の材料が用いられていること、また、セメント原料自体も広範な原料源から製造されて
おり、疎水性黒色系粒子が混入する可能性が増加していることなどが考えられる。
【０００３】
表面の黒色化を防止する方法のひとつとして、その原因物質を排除する方法が挙げられる
。例えば、原因物質が未燃カーボンの場合には、これを含む配合材料を加熱し、残存未燃
カーボンを十分に燃焼させれば良い。しかしながらこの方法は、黒色系粒子が加熱分解や
気化しやすい物質で、基材料が加熱変質しない場合にしか適用できない。これ以外の場合
には、水洗や超音波洗浄等を行い、基材料から黒色系粒子を分離することも可能であるが
、接水により基材料が変質する場合には適応することができない。いずれの場合において
も、処理工程やコストが増大するという問題がある。
【０００４】
セメントやコンクリート構成材料中に混入する疎水性黒色系物質は、概ね微粒子であり、
単独では目立たないものの、凝集や沈積すると表面の美観を損なうほど目立ってしまう。
この疎水性黒色系粒子を適度に分散させ、析出を抑制する方法として、特定のアミン化合
物と特定のセメント分散剤を用いる方法が提案されている（特開平5-132347号）。しかし
ながら、実際に黒色系粒子が析出して問題となっている現場において、セメント分散剤ま
で変更することは、多大な労力を要し、困難である。
【０００５】
また、石炭灰配合時に混入する大量の未燃カーボンを、陽イオン性又は非イオン性界面活
性剤を用いて分散させる方法も提案されている（特開2000-72510号）。しかしながら、配
合や用いる界面活性剤の種類等によっては、水硬性組成物中に多大な空気を巻き込むこと
があるため、消泡剤を用いなければならない場合があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、モルタルやコンクリート等の水硬性組成物に添加するのみで、
作業性や水硬性組成物としての性能を低下させることなく、しかも疎水性黒色系粒子の種
類に関係なく、硬化体表面に黒色系の斑点又は縞が発生するのを抑制できる黒色物析出抑
制剤を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
斯かる実情において、本発明者らは鋭意研究を行った結果、特定のモノオレフィンとマレ
イン酸の共重合体を用いれば、水硬性組成物のフレッシュ性状、作業性、凝結遅延や耐久
性等の水硬性組成物として必要な物理的機能を損なうことなく、硬化体表面の黒色物の析
出を抑制し、表面美観に優れた硬化体が得られることを見出し、本発明を完成した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、炭素数６～１０のモノオレフィンとマレイン酸の重合割合がモル
比で３：７～７：３である共重合体又はその塩を含有するコンクリート硬化体表面の疎水
性黒色系粒子析出抑制剤を提供するものである。
　また、本発明は、セメント１００重量部に対して、炭素数６～１０のモノオレフィンと
マレイン酸の重合割合がモル比で３：７～７：３である共重合体又はその塩を、固形分換
算で０．０００１～０．１重量部添加することを特徴とするコンクリート硬化体表面の美
観改善方法を提供するものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明で用いる共重合体は、炭素数６～１０のモノオレフィンとマレイン酸を共重合させ
たものである。炭素数６～１０のモノオレフィンとしては、直鎖、分岐鎖状、環状のいず
れでも良く、例えばヘキセン、ヘプテン、オクテン、ジイソブチレン、メチルペンテン等
が挙げられる。これらのうち、炭素数７～９のものが好ましい。炭素数が６未満又は１０
を超えるものでは、硬化体表面の黒色物析出を抑制することができない。
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【００１０】
共重合体におけるモノオレフィンとマレイン酸の重合割合は、モル比で３：７～７：３、
特に４：６～６：４であるのが好ましい。
また、共重合体の分子量は、重量平均分子量が３０００～２００００、特に５０００～１
８０００であるのが好ましい。
さらに、共重合体の塩としては、例えばナトリウム、カリウム、リチウム等のアルカリ金
属塩；カルシウム、マグネシウム等のアルカリ土類金属塩；アンモニウム塩、有機アミン
塩などが挙げられる。
【００１１】
このような共重合体は、例えばアゾビスイソブチロニトリル、クメンヒドロペルオキシド
等の重合開始剤を用いて、前記モノオレフィンとマレイン酸をラジカル重合させ、得られ
たポリマーを、それぞれのアルカリ性物質で中和することにより得ることができる。
【００１２】
本発明の黒色物析出抑制剤は、このような共重合体を含有するものである。共重合体以外
に、セメント分散剤、消泡剤等を含有していても良い。
本発明の黒色物析出抑制剤は、通常の水硬性組成物に添加することにより、硬化体表面の
黒色物の析出を抑制することができる。添加方法は特に制限されず、例えば、全配合材料
又は固形配合材料の混合時に直接添加しても良く、水や減水剤に予め溶解して添加しても
良い。
【００１３】
添加割合は、セメント１００重量部に対して共重合体又はその塩を、固形分換算で０．０
００１～０．１重量部、好ましくは０．０００１～０．０５重量部、特に好ましくは０．
００１～０．０５重量部である。０．０００１重量部未満では、黒色物の析出を十分に抑
制することができず、０．１重量部を超えると、凝結の遅延や強度発現性の低下が生じる
。
【００１４】
本発明の黒色物析出抑制剤は、通常のモルタル、コンクリート等の水硬性組成物に添加し
て用いることができる。水硬性組成物には、通常用いられるセメント、セメント分散剤、
骨材、各種混和材等が適宜含有されていても良い。
水硬性組成物の配合や、配合方法は特に制限されず、例えば、ミキサー等に全配合材料を
一括投入するか、固形配合材料を混合投入した後、液体配合材料を添加し、混練を行えば
良い。混練後の混練物は、モルタル、コンクリート、充填材等の用途で通常行われる方法
と同様にして、施工や成型を行うことができる。
【００１５】
【実施例】
次に、実施例を挙げて本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれらに何ら制限され
るものではない。
【００１６】
実施例１
表１に記載の材料を、水とともに表２及び表３に示す配合割合となるよう１００リットル
の強制練りミキサーに一括投入した。ミキサー投入後、約９０秒間混練し、次いで、混練
物を円筒形型枠（直径１０cm、高さ２０cm）に流し込み、約２４時間後に脱型し、材齢７
日まで水中養生して、コンクリート硬化体を得た。脱型直後の硬化体について表面美観を
、また材齢７日の硬化体について圧縮強度を評価した。結果を表３に併せて示す。
なお、固体系の配合材料のうち、黒色系粒子の存在が明確に認められるものについては、
表１にその状況を記載した。存在確認は、配合材料１kgに、高性能減水剤３０ｇを含む水
５００ｇを加えて３０秒間攪拌し、静置後の上澄み表面を目視により観察することにより
行った。
【００１７】
（評価方法）
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（１）表面美観：
脱型直後の硬化体の表面状態を目視により評価し、黒色物の析出がないものを「○」、黒
色物の析出があるものを「×」とした。
【００１８】
（２）圧縮強度：
材齢７日の硬化体の圧縮強度を、ＪＩＳ　Ａ　１１０８に準じた方法で測定した。
【００１９】
【表１】

【００２０】
【表２】

【００２１】
【表３】

【００２２】
表３の結果より、本発明の黒色物析出抑制剤を用いた場合には、圧縮強度に影響を与える
ことなく、硬化体表面の黒色物の析出を抑制し、表面美観に優れた硬化体を得ることがで
きた。また、従来の薬剤において問題となっていた空気を巻き込むという現象もない。
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【００２３】
【発明の効果】
本発明の黒色物析出抑制剤は、通常のモルタル、コンクリート等の水硬性組成物に添加す
るのみで、作業性や、水硬性組成物及びその硬化体の性能等を低下させることなく、硬化
体表面に黒色物が析出するのを抑制することができ、表面美観に優れた硬化体を得ること
ができる。また、空気の巻き込みがほとんどないため、消泡剤等を用いる必要もない。



(6) JP 4136538 B2 2008.8.20

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭６０－０１６８５１（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－１６２５５５（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０８６３１１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－１３２３４７（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－２６９３６１（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０７２５１０（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－２１３６４８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２３４７６３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－１７５６５１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              C04B2/00-32/02
              C04B40/00-40/06
              JSTPlus(JDream2)


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

